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《内容》新型コロナウイルス・ワクチン接種は人体実験 /これ以上福島
を苦しめないてください！ /３つの新型コロナワクチンを検証する /な
ぜ、若年層に接種する必要があるのか /ほか

●シンポジウム（詳細はHPで）　
■あらためて新型コロナワクチンを考える
■報告：天笠啓祐さん、世古一穂さん、村上茂樹さん
■日時：2021 年 8月 25 日（水）14 時（13 時 30 分会場）〜 17 時 00 分
■場所：10 階、東京ボランティア市民活動センターAB会議室　
　JR、地下鉄、飯田橋下車すぐ　飯田橋セントラルプラザ 10階
■資料代：500 円
■ Zoom 参加の場合：8月 1 日〜 23 日に E-mail アドレス：jreikochan@yahoo.co.jp
にお申し込みください。件名に「新型コロナワクチンを考える、申し込み」とお書き
下さい。24 日以降に E-mail にて URL を送付します。なお初めての試みのため、今
回の Zoom参加は、無料です。また、後日YouTube で配信します。

●定例会
■詳細未定
■日時：2021 年 9月 16 日（木）17 時〜
■場所：東京ボランティア市民活動センター　フリースペース /JR 飯田橋すぐ
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２
０
２
１
年
６
月
１
３
日
に
、
東
京
江
戸
博
物
館
会
議
室
に
お
い
て
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
一
線
を
越
え
た
生
命
操
作　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
・
ゲ
ノ

ム
編
集
食
品
・
Ｒ
Ｎ
Ａ
・
農
薬
」
を
開
催
し
た
。
当
日
は
２
度
目
の
延
長
緊

急
事
態
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
５
０
名
近
い
参
加
者
の
も
と
で
、
と
て
も
熱

い
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
な
お
、
当
日
の
模
様
はY

ouTube

で
公
開
さ
れ

て
い
る
。

●
越
え
て
は
い
け
な
い
領
域
に

　

い
ま
は
世
界
的
に
、
生
命
操
作
の
分
野
で
、
越
え
て
は
い
け
な
い
と
思
わ
れ

て
い
た
一
線
を
越
え
始
め
て
い
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
能
な
領
域
に
踏
み
込
み
、

巨
大
事
故
に
匹
敵
す
る
惨
事
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
状
況
に
あ
る
。
生
命
を
操

作
す
る
技
術
に
は
、
さ
ら
に
生
命
倫
理
と
い
う
踏
み
込
ん
で
は
い
け
な
い
領
域

が
あ
る
。
か
つ
て
は
「
神
の
領
域
」
と
さ
れ
禁
忌
と
さ
れ
て
き
た
領
域
で
あ
る
。

い
ま
、
そ
の
領
域
が
冒
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
も
た
ら
し
た
の
が
、
ゲ
ノ
ム
編

集
技
術
と
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
、
Ｅ
Ｓ
細
胞
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
生
命
操
作
技
術
に
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
Ａ
Ｉ
が
加
わ
り
威
力
を
発
揮
し
て
、
生
命
操
作
の
分
野
を
大

き
く
変
え
つ
つ
あ
る
。

　

一
線
を
超
え
た
領
域
は
、
遺
伝
子
の
扱
い
、
胚
の
扱
い
、
生
殖
や
出
生
に
係

る
扱
い
か
ら
、
産
業
・
農
業
に
至
る
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
で
は
、

こ
れ
ま
で
越
え
て
は
い
け
な
い
と
さ
れ
て
き
た
生
殖
細
胞
や
妊
娠
や
出
産
に
係

る
細
胞
の
作
製
が
進
ん
で
い
る
。
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
の
斎
藤
通
紀

研
究
チ
ー
ム
が
、
ヒ
ト
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら
卵
子
の
基
と
な
る
卵
原
細
胞
を
作

成
し
た
。
こ
れ
ま
で
「
神
の
領
域
」
と
さ
れ
て
い
て
所
に
、
踏
み
込
ん
だ
の
で

あ
る
。
ま
た
同
じ
京
都
大
学
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
の
高
島
康
弘
研
究
チ
ー
ム

は
、ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら
胎
盤
の
細
胞
を
作
成
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
米
国
と
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
研
究
チ
ー
ム
が
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
や
Ｅ
Ｓ
細
胞
か
ら
、
受
精
卵
の

初
期
段
階
に
当
た
る
初
期
胚
盤
胞
を
作
っ
た
こ
と
が『
ネ
イ
チ
ャ
ー（
２
０
２
１

年
３
月
１
８
日
号
）』
に
掲
載
さ
れ
た
。
生
命
そ
の
も
の
を
作
る
と
こ
ろ
ま
で

来
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
神
」
に
代
わ
り
人
間
が
生
命
自
体
を
誕
生

さ
せ
る
行
為
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

合
成
生
物
学
の
よ
う
に
、
生
命
体
を
人
工
的
に
作
り
出
す
動
き
も
活
発
に

な
っ
て
い
る
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
や
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
人
工
合
成
は
当
た
り
前
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
で
も
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
や

ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
・
ワ
ク
チ
ン
で
は
人
工
合
成
し
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
用
い
て
お
り
、

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
で
は
人
工
合
成
し
た
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
用
い
て
い
る
。
そ
の
合
成

し
た
遺
伝
物
質
が
、
人
間
の
体
内
で
蛋
白
質
を
作
り
出
し
、
ワ
ク
チ
ン
と
し
て

の
効
果
を
発
揮
す
る
仕
組
み
を
も
た
ら
し
た
。

◎
６
・
１
３
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

一
線
を
越
え
た
生
命
操
作
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生
命
の
人
工
合
成
の
領
域
は
、
さ
ら
に
生
命
体
そ
の
も
の
へ
と
進
ん
で
き
て

い
る
。
す
で
に
微
生
物
の
レ
ベ
ル
で
、
そ
の
端
緒
は
切
り
開
か
れ
た
。
米
国
の

Ｊ
・
ク
レ
イ
グ
・
ベ
ン
タ
ー
研
究
所
が
作
成
し
た
合
成
生
物
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
生
命
体
は
、
自
然
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
が
作
り
出
せ
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
人
工
合
成
し
た
生
命
体
は
細
菌
と
い
う
小
さ
な
生
命
体
で
は
あ

り
、
ま
だ
端
緒
に
過
ぎ
な
い
と
は
い
え
、「
神
で
は
な
く
、
人
間
が
初
め
て
誕

生
さ
せ
た
生
命
体
」
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
、
遺
伝
子
治
療
の
方
法
そ
の
ま
ま
を
応
用

し
た
も
の
で
あ
る
。
人
工
合
成
し
た
遺
伝
物
質
を
人
間
の
細
胞
に
入
れ
、
そ
こ

で
ウ
イ
ル
ス
の
蛋
白
質
の
一
部
を
作
ら
せ
る
。
そ
の
蛋
白
質
が
ワ
ク
チ
ン
と
し

て
の
働
き
を
も
た
ら
す
仕
組
み
で
あ
る
。
遺
伝
子
治
療
薬
の
研
究
・
開
発
を
得

意
と
し
て
き
た
大
学
の
研
究
者
や
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
、
こ
の
分
野
で

活
躍
を
し
て
い
る
。

　

そ
の
遺
伝
子
治
療
が
一
線
を
さ
せ
た
の
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
の
登
場
に

よ
っ
て
で
あ
る
。
２
０
１
９
年
２
月
２
８
日
に
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
の
登
場
に

合
わ
せ
、
こ
の
指
針
は
「
全
部
が
改
正
」
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
規

制
は
か
な
り
大
幅
に
緩
和
さ
れ
た
。
と
く
に
、
そ
れ
ま
で
治
療
の
対
象
だ
っ
た

の
は
重
篤
の
病
気
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
が
、
一
般
の
病
気
に
ま
で
拡
大
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
人
間
の
遺
伝
子
操
作
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
限
定
さ
れ
て
い
た

の
が
、
一
線
を
越
え
て
一
般
医
病
気
に
拡
大
さ
れ
、
今
回
の
よ
う
な
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
へ
の
応
用
ま
で
拡
大
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
●
ゲ
ノ
ム
編
集
と
Ｒ
Ｎ
Ａ
干
渉
法

　

ゲ
ノ
ム
編
集
が
、
な
ぜ
大
義
名
分
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
遺
伝
子
を
挿
入

す
る
の
で
は
な
く
、
切
断
す
る
だ
け
だ
か
ら
だ
と
い
う
。
実
に
不
可
思
議
な
論

理
で
あ
る
。
遺
伝
子
組
み
換
え
は
、
生
命
体
を
改
造
す
る
た
め
に
他
の
生
物
の

遺
伝
子
を
挿
入
す
る
の
だ
が
、
そ
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
遺
伝
子
群
を
用
い
て

い
る
。
ベ
ク
タ
ー
（
遺
伝
子
の
運
び
屋
）
に
ア
グ
ロ
バ
ク
テ
リ
ウ
ム
の
プ
ラ
ス

ミ
ド
（
核
外
遺
伝
子
）
を
用
い
、
他
の
生
物
の
遺
伝
子
を
挿
入
す
る
。
さ
ら
に

遺
伝
子
が
う
ま
く
い
っ
た
か
ど
う
か
を
見
分
け
る
マ
ー
カ
ー
遺
伝
子
と
し
て
抗

生
物
質
耐
性
遺
伝
子
を
挿
入
、
さ
ら
に
遺
伝
子
を
起
動
さ
せ
る
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

モ
ザ
イ
ク
ウ
イ
ル
ス
遺
伝
子
を
加
え
て
、
そ
れ
を
カ
セ
ッ
ト
に
し
て
用
い
て
い

る
。

　

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
は
、
目
的
と
す
る
遺
伝
子
を
壊
す
た
め
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
切
断

す
る
技
術
で
あ
る
。
ア
グ
ロ
バ
ク
テ
リ
ウ
ム
を
ベ
ク
タ
ー
と
す
る
と
こ
ろ
は
共

通
で
あ
る
。
そ
の
ア
グ
ロ
バ
ク
テ
リ
ウ
ム
の
プ
ラ
ス
ミ
ド
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
切
断
す

る
遺
伝
子
を
挿
入
す
る
。
さ
ら
に
目
的
と
す
る
遺
伝
子
に
案
内
す
る
ガ
イ
ド
Ｒ

Ｎ
Ａ
遺
伝
子
を
挿
入
す
る
。
さ
ら
に
マ
ー
カ
ー
遺
伝
子
と
し
て
抗
生
物
質
耐
性

遺
伝
子
を
挿
入
、
さ
ら
に
遺
伝
子
を
起
動
さ
せ
る
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
モ
ザ
イ
ク
ウ

イ
ル
ス
遺
伝
子
を
加
え
て
、
そ
れ
を
カ
セ
ッ
ト
に
し
て
用
い
て
い
る
。
こ
れ
を

見
て
も
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
そ
の
内
実
は
遺
伝
子
組
み
換
え
技
術
そ
の
も
の

で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
異
な
る
か
ら
と
い
っ
て
、
規
制
の
対
象
外
に
し

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
一
線
を
越
え
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
の

で
あ
る
。

　

生
命
の
改
造
は
、
市
場
経
済
の
論
理
と
と
も
に
拡
大
し
て
き
た
。
そ
の
主
役

が
、
最
初
は
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
と
い
う
形
で
農
業
に
お
い
て
拡
大
し
た
。

い
ま
や
生
命
を
改
造
し
た
作
物
が
世
界
の
農
地
の
１
０
分
の
１
強
と
い
う
広
大

な
面
積
に
作
付
け
さ
れ
て
い
る
。

　

い
ま
こ
の
遺
伝
子
組
み
換
え
技
術
に
取
っ
て
代
わ
る
勢
い
で
、
作
物
だ
け
で

な
く
、
家
畜
・
魚
の
領
域
で
も
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
の
応
用
が
広
が
っ
て
い
る
。
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企
業
や
国
家
の
戦
略
が
、
生
命
を
思
い
の
ま
ま
に
改
造
す
る
手
段
を
も
っ
て
し

ま
っ
た
。
経
済
や
政
治
の
都
合
に
併
せ
て
、
植
物
、
昆
虫
、
魚
、
動
物
ま
で
も
、

意
図
的
に
改
造
し
始
め
た
。

　

農
業
の
分
野
で
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
と
と
も
に
、
一
線
を
越
え
た
動
き
と
し

て
登
場
し
た
の
が
、Ｒ
Ｎ
Ａ
ｉ
（
Ｒ
Ｎ
Ａ
干
渉
法
）を
応
用
し
た
、「
Ｒ
Ｎ
Ａ
農
薬
」

で
あ
る
。
Ｒ
Ｎ
Ａ
干
渉
法
は
、
特
定
の
遺
伝
子
を
壊
す
技
術
で
、
こ
の
方
法
で

開
発
さ
れ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
承
認
さ
れ
、
米
国
で
は
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
農
薬
の
よ
う
に
環
境
中
に
遺
伝
物
質
を
直
接
散
布
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま

で
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
Ｒ
Ｎ
Ａ
農
薬
は
、
殺
虫
剤
と
し
て
使
用
さ
れ
る
際
に
ど
の
よ
う
な
遺
伝

子
を
標
的
に
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
（
突
然
死
）
遺
伝
子
の

働
き
を
阻
害
し
て
い
る
遺
伝
子
で
、
こ
の
遺
伝
子
を
壊
す
と
、
昆
虫
は
突
然
死

を
起
こ
す
。
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
遺
伝
子
は
、人
間
も
含
め
て
多
く
の
生
命
体
が
持
っ

て
お
り
、
こ
の
遺
伝
子
が
働
か
な
い
よ
う
に
厳
重
に
守
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
守

る
仕
組
み
を
壊
す
と
い
う
も
の
だ
か
ら
、
影
響
の
大
き
さ
は
計
り
知
れ
な
い
。

一
線
を
超
え
て
進
む
生
命
操
作
は
、
大
変
危
険
な
領
域
へ
と
突
き
進
み
つ
つ
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
笠
啓
祐
、会
員
）

　

昨
年
初
頭
に
は
じ
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
人
々
の
健

康
と
諸
活
動
を
大
混
乱
に
陥
れ
て
、
全
世
界
を
飲
み
込
ん
で
い
る
。
現
在
世
界

の
感
染
者
は
累
計
１
億
８
４
５
６
万
人
、
死
亡
者
は
３
９
９
万
人
で
あ
る
（
日

本
、
１
万
４
９
０
３
人
）（
７
月
７
日
）。
そ
し
て
い
ま
、
ワ
ク
チ
ン
こ
そ
が
コ

ロ
ナ
禍
終
息
の
た
め
の
唯
一
の
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
で
あ
る
か
の
よ
う
な
言

説
が
席
巻
し
て
い
る
。
日
本
で
は
「
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
」
は
、
公
衆
衛
生
や
貧

困
・
格
差
や
雇
用
な
ど
の
課
題
を
置
き
去
り
に
し
て
、
人
々
の
日
常
を
と
り
も

ど
す
手
段
と
い
う
よ
り
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
／
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
と
菅

政
権
の
行
方
を
左
右
す
る
政
治
案
件
と
な
っ
て
い
る
。
１
年
半
の
間
、
周
囲
で

は
店
を
閉
じ
、
収
入
を
断
た
れ
、
希
望
を
失
う
人
々
が
激
増
す
る
な
か
で
あ
る
が
、

ワ
ク
チ
ン
を
め
ぐ
っ
て
起
き
て
い
る
こ
と
を
、
振
り
返
り
た
い
。

　

４
月
２
２
日
と
６
月
１
７
日
の
両
日
、
飯
田
橋
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

●
定
例
会
報
告

特
例
承
認
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
検
証
す
る
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ロ
ビ
ー
で
定
例
会
を
行
い
、
こ
の
間
に
特
例
承
認
さ
れ
た
３
種
類
の
ワ
ク
チ
ン

の
審
査
結
果
報
告
書
（
報
告
書
）
の
内
容
を
紹
介
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
承
認
の
流
れ
は
こ
う
な
る
。
フ
ァ
イ
ザ
ー
な
ど
申
請
者
が
厚
労

省
に
申
請
→
審
査
は
独
立
行
政
法
人　

医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
（
Ｐ
Ｍ
Ｄ

Ａ
）
が
、
チ
ー
ム
審
査
、
面
接
審
査
会
、
外
部
専
門
家
と
の
専
門
協
議
な
ど
を

経
て
結
果
を
厚
労
省
に
提
出
→
厚
労
省
は
薬
事
審
査
会
に
諮
問
→
部
会
で
審
査

→
厚
労
省
に
答
申
→
承
認
。

　

報
告
書
の
発
行
者
は
厚
労
省
の
医
薬
・
生
活
衛
生
局
医
薬
品
審
査
管
理
課
で

あ
る
。
定
例
会
で
用
い
た
テ
キ
ス
ト
は
、
秘
密
事
項
な
ど
の
箇
所
を
大
幅
に
黒

塗
り
が
施
さ
れ
て
い
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
誕
生
ま
で
に
は
１
０
年
以
上
か
か
る
と
い
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
以
前
の
、
海
外
ワ
ク
チ
ン
の
日
本
申
請
事
例
を
み
る
と
、「
プ
レ
ベ
ナ
ー

１
３
」（
小
児
用
肺
炎
双
球
菌
ワ
ク
チ
ン
）
は
米
国
で
申
請
し
て
か
ら
審
査
に
７

年
半
を
要
し
て
承
認
さ
れ
た
。
日
本
国
内
申
請
が
２
０
０
７
年
９
月
、
そ
し
て

審
査
に
２
年
１
月
を
要
し
て
０
９
年
１
０
月
に
承
認
さ
れ
て
い
る
。
別
の
ワ
ク

チ
ン
「
ア
ク
ト
ヒ
ブ
」（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌b

型
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
）
は
国
内

審
査
に
３
年
８
カ
月
か
か
っ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
場
合
は
早
期
実
用
化
に
向
け
た
〝
加
速
並
行
プ
ラ

ン
〟
に
そ
っ
て
、
基
礎
研
究
、
非
臨
床
試
験
、
臨
床
試
験
、
薬
事
申
請
・
審
査
、

承
認
の
期
間
を
大
幅
に
短
縮
し
、
国
内
審
査
に
要
し
た
時
間
は
い
ず
れ
も
２
〜
４

カ
月
で
あ
る
。
１
０
年
近
く
か
か
る
と
こ
ろ
、
す
べ
て
の
段
階
を
圧
縮
し
、
同

時
並
行
し
て
２
年
に
し
て
い
る
（
概
略
図
を
参
照
の
こ
と
。
英
国
を
例
に
。
出

典
はBBC Japan
）。

　

ワ
ク
チ
ン
の
審
査
は
普
通
、
安
全
性
と
有
効
性
と
必
要
性
が
科
学
的
に
検
討

特例承認された３つのワクチン

開発者	 ファイザー /BioTech	 モデルナ	 アストラゼネカ /oxf
販売名	 コミナティ筋注	 COVID-19ワクチン	 バキスゼブリア筋注
	 	 モデルナ筋注
一般名	 コロナウイルス	 コロナウイルス	 コロナウイルス
	 修飾ウリジン	 修飾ウリジン	 （SARS -CoV-2）ワクチン
	 RNAワクチン	 RNAワクチン	 （遺伝子組換えサルアデノ
	 （SARS -CoV-2）	 （SARS -CoV-2）	 ウイルスベクター）

申請年月日（日本）	 2020/12/18	 3月 5日	 2月 5日
日本（特例承認）	 2月 14日	 5月 21日	 5月 21日
EU	 2020/12/21	 2021/1/6	 2021/1/29
米国（緊急使用許可）	 2020/12/11	 2020/12/18	 ＊
英国（緊急承認）	 2020/12/2	 2020/12/29	 2020/12/30
対象年齢（日本で）	 12以上	 18以上	 16以上
有効期間	 -60℃　6ヵ月	 -20± 5℃　6ヵ月	 2-8℃　6ヵ月

＊5月の時点でアストラゼネカは米政府に緊急使用許可を申請していない。米国で緊急使用許可
されているのはファイザー、モデルナ、J＆ Jの３社である。アストラゼネカは本格的な承認を申
請する可能性がCBCなどで報道されているが、詳細不明。
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さ
れ
る
の
で
あ
る
。　

　

さ
ら
に
は
、
審
査
期
間
が
短
か
ず
ぎ
る
と
い
う
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
承
認
、

生
産
開
始
、
契
約
、
接
種
開
始
の
順
番
が
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
だ
。
フ
ァ
イ
ザ
ー
を

例
に
と
る
と
、
ア
メ
リ
カ
で
治
験
が
始
ま
っ
た
の
が
昨
年
４
月
末
で
あ
る
。（
終

了
予
定
は
２
０
２
３
年
５
月
）。
そ
の
三
月
後
の
７
月
３
１
日
付
「
日
本
経
済
新

聞
」
に
、「
日
本
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
と
ワ
ク
チ
ン
供
給
基
本
合
意
」
と
あ
る
。
日
本

で
特
例
承
認
さ
れ
た
今
年
２
月
１
４
日
の
７
カ
月
も
前
の
こ
と
だ
。
審
査
終
了

の
２
日
前
（
２
月
１
２
日
）
に
、
ワ
ク
チ
ン
を
運
ぶ
第
一
便
が
成
田
に
到
着
し
、

数
日
後
（
１
７
日
）
に
は
医
療
従
事
者
を
中
心
に
接
種
が
始
め
ら
れ
て
い
た
。
５

月
２
１
日
に
モ
デ
ル
ナ
が
承
認
さ
れ
た
と
き
も
同
様
で
、
大
規
模
接
種
に
あ
て

る
こ
と
を
政
府
は
事
前
に
公
表
し
て
い
た
。
以
後
、
現
在
ま
で
大
規
模
接
種
、
職

域
接
種
な
ど
で
１
日
に
数
十
万
人
の
接
種
が
つ
づ
い
て
い
る
。
７
月
４
日
の
デ
ー

タ
で
は
、
１
回
以
上
接
種
し
た
人
が
３
１
０
０
万
人
（
２
５
％
、
６
５
歳
以
上

６
７
％
）、必
要
回
数
の
接
種
を
終
え
た
人
が
１
７
０
０
万
人
（
１
３
・
９
％
、６
５

歳
以
上
３
６
％
）
で
あ
る
。
医
薬
品
の
承
認
に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
と
い
う

課
題
の
解
決
は
必
要
だ
ろ
う
が
、
承
認
す
る
こ
と
を
大
前
提
に
し
て
、
世
界
中
、

社
会
が
動
い
て
い
る
の
は
、
異
常
だ
。
立
ち
止
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ワ
ク

チ
ン
の
審
査
は
普
通
、
安
全
性
と
有
効
性
と
必
要
性
が
科
学
的
に
検
討
さ
れ
る

の
だ
が
、日
本
で
個
別
に
審
査
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
と
く
に
今
回
は
、

初
め
て
の
タ
イ
プ
の
「
遺
伝
子
ワ
ク
チ
ン
」
を
高
速
で
承
認
し
て
、全
世
界
の
人
々

に
ほ
ぼ
同
時
に
接
種
す
る
と
い
う
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

　

東
京
新
聞
（
５
月
２
２
日
）
に
よ
れ
ば
、
契
約
し
た
ワ
ク
チ
ン
の
量
は
、
フ
ァ

イ
ザ
ー
１
億
４
４
０
０
万
回
分
＋
５
０
０
０
万
回
分
の
追
加
（
一
月
〜
九
月
）、

モ
デ
ル
ナ
６
０
０
０
万
回
分
（
〜
九
月
）、
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
１
億
２
０
０
０
万

回
分
（
一
月
〜
）、
こ
れ
に
来
年
以
降
モ
デ
ル
ナ
５
０
０
０
万
回
分
と
ノ
バ
バ
ッ

ク
ス
１
億
５
０
０
０
万
回
分
を
協
議
中
で
、
合
計
５
億
６
４
０
０
万
回
分
だ
と
い

う
。
ノ
バ
バ
ッ
ク
ス
は
現
在
治
験
を
実
施
中
で
あ
る
（
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
組
換

え
タ
ン
パ
ク
ワ
ク
チ
ン
で
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
や  

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
な
ど
が

こ
の
タ
イ
プ
で
あ
る
）。
ま
た
、
契
約
し
た
う
ち
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
３
０
０
０
万

回
分
を
海
外
に
提
供
す
る
予
定
だ
。
公
的
接
種
を
し
な
い
た
め
、
在
庫
処
分
だ

と
批
判
が
あ
る
。

　

現
在
世
界
中
で
使
わ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
の
タ
イ
プ
は
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
、

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
、
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
３
つ
の
タ
イ
プ
で
あ
る
。
ロ
シ

ア
で
開
発
さ
れ
た
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
Ｖ
は
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
、
中
国
国
営
企
業

開
発
の
は
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
。
フ
ァ
イ
ザ
ー
と
モ
デ
ル
ナ
（
米
）
の
ワ
ク
チ
ン

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
、
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
（
英
）
は
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
ワ
ク

チ
ン
（
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
を
ベ
ク
タ
ー
に
使
用
）
で
あ
る
。

特
例
承
認
申
請
中
の
Ｊ
＆
Ｊ
は
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
ワ
ク
チ
ン
だ
（
７
月
７
日
）。

　

フ
ァ
イ
ザ
ー
と
モ
デ
ル
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
と
も
に
有
効
性
分
は
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ

を
脂
質
の
膜
で
く
る
ん
だ
粒
子
（
脂
質
ナ
ノ
粒
子
）
で
あ
る
。
緩
衝
液
と
糖
を

加
え
て
注
射
液
と
し
て
い
る
。
脂
質
、
緩
衝
液
の
成
分
は
両
者
で
大
き
く
異
な
っ

て
い
る
。
こ
の
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
は
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
表
層
の
突
起
状
タ
ン
パ
ク
質（
ス

パ
イ
ク
タ
ン
パ
ク
質
）
の
情
報
が
載
っ
て
い
る
。
フ
ァ
イ
ザ
ー
の
報
告
書
に
は

全
構
造
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
モ
デ
ル
ナ
は
同
様
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
Ｒ
Ｎ

Ａ
は
４
種
類
の
似
た
構
成
単
位
（
ア
デ
ノ
シ
ン
〈
Ａ
〉、
ウ
リ
ジ
ン
〈
Ｕ
〉、〈
Ｇ
〉、

〈
Ｃ
〉）
が
一
本
鎖
に
並
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
。
通
常
は
Ａ
Ｕ
Ｇ
Ｃ
の
文
字
列

で
表
記
さ
れ
る
。
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
性
質
は
非
常
に
不
安
定
で
、
体
内
で
は
す
ぐ
に
分

解
さ
れ
る
。
そ
こ
で
①
Ｕ
の
一
部
構
造
を
変
え
る（
シ
ュ
ー
ド
ウ
リ
ジ
ン〈
Ψ
〉）、
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②
ア
ミ
ノ
酸
２
つ
を
別
の
ア
ミ
ノ
酸
に
変
え
る
よ
う
に
Ａ
、
Ｇ
の
並
び
を
変
更

す
る
、
③
一
方
の
末
端
部
分
の
一
部
構
造
を
変
え
る
、
な
ど
し
て
安
定
さ
せ
、

ス
パ
イ
ク
タ
ン
パ
ク
質
が
沢
山
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。
こ
の
ワ
ク
チ

ン
の
本
質
は
、
強
い
免
疫
反
応
を
引
き
起
こ
す
よ
う
に
改
変
し
た
４
２
８
４
個

の
配
列
か
ら
な
る
人
工
Ｒ
Ｎ
Ａ
で
あ
る
。

　

審
査
の
中
身
は
、
申
請
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
資
料
を
こ
と
ご
と
く
追
認
・
了

承
し
て
い
る
。
首
相
や
大
統
領
が
、
申
請
者
で
あ
る
製
薬
企
業
の
ト
ッ
プ
と
交

渉
し
、
契
約
を
と
り
つ
け
た
よ
う
な
〝
新
薬
〟
を
審
査
途
上
で
落
と
す
よ
う
な

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
報
告
書
の
随
所
で
以
下
の
よ
う
な
文
言
が
あ
る
。

　

た
と
え
ば
モ
デ
ル
ナ
の
報
告
書「2.R　

本
機
構
に
お
け
る
審
査
の
概
略
」（
７

頁
、
機
構
は
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
申
請
者
は
モ
デ
ル
ナ
）
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。「
機
構
は
、
本
剤
の
開
発
期
間
が
短
い
こ
と
等
か
ら
、
承
認
申
請
時
及

び
審
査
中
に
提
示
さ
れ
た
デ
ー
タ
や
説
明
は
限
定
的
で
あ
っ
た
が
、
本
剤
を
速

や
か
に
供
給
す
る
必
要
性
を
考
慮
し
、
提
出
さ
れ
た
資
料
に
基
づ
き
本
審
査
を

行
っ
た
。
本
機
構
は
、（
中
略
）
品
質
は
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
も
の
と
判

断
し
た
。
ま
た
、
…
…
品
質
同
等
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
考
慮
し
た
」

　

開
発
期
間
は
短
い
、
デ
ー
タ
は
限
定
的
、
速
や
か
に
供
給
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
だ
か
ら
、
申
請
者
の
言
い
分
を
認
め
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

ま
た
「2.R.5.2　

安
全
性
に
つ
い
て
」
の
項
で
添
加
剤
に
つ
い
て
は
「
申

請
者
は
‥
…
毒
性
試
験
等
か
ら
、
安
全
性
に
懸
念
が
な
い
と
説
明
し
て
い
る
。

／
機
構
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。
本
添
加
剤
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
本

剤
の
製
剤
特
性
を
担
保
す
る
た
め
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。（
中
略
）
使
用

す
る
こ
と
は
受
け
入
れ
可
能
と
考
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、SM

-102

及
び

PEG2000-D
M

G

は
使
用
前
例
が
な
い
添
加
剤
で
あ
り
、
他
のm

RN
A-LN

P

製
剤
を
も
ち
い
た
ラ
ッ
ト
に
お
け
る
反
復
筋
肉
投
与
毒
性
試
験
で
は
長
期
の
安

全
性
が
評
価
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
添
加
剤
は
、
本
剤
の
用
法
・

用
量
に
限
っ
た
使
用
と
す
べ
き
で
あ
り
、
使
用
前
例
と
し
て
取
り
扱
わ
な
い
こ

と
が
適
切
と
判
断
し
た
」

　

SM
-102

及
びPEG2000-D

M
G

は
脂
質
ナ
ノ
粒
子
を
構
成
す
る
４
種
類
の

脂
質
の
う
ち
の
２
つ
で
あ
る
。
前
例
の
な
い
添
加
剤
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、

モ
デ
ル
ナ
は
安
全
だ
と
説
明
し
て
い
る
。
長
期
的
な
安
全
性
が
分
ら
な
い
の
で
、

今
回
に
限
り
認
め
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
ワ
ク
チ
ン
に
も
幾
つ
も
問
題
が
あ
る
が
、
別
の
機
会
に

す
る
。

（
村
上
茂
樹
、
会
員
）
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フ
ァ
イ
ザ
ー
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
は
じ
め
は
１
６
歳
以
上
の
人
が
接
種
の
対
象

だ
っ
た
が
、
い
ま
は
１
２
歳
〜
１
５
歳
も
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で

は
１
２
歳
未
満
を
も
対
象
に
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
が
治
験
を
始
め
て
い
る
。
お
も
に

投
与
量
の
検
討
だ
。
秋
以
降
に
許
可
が
降
り
る
だ
ろ
う
。

　

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
て
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
子
ど

も
に
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
メ
リ
ッ
ト
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
特
徴

は
副
反
応
が
強
い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
こ
と
だ
。

　

ア
メ
リ
カ
の
若
年
者
を
み
る
と
、
１
７
歳
以
下
で
亡
く
な
っ
た
人
は
３
７
４

名
だ
（
５
月
２
２
日
）。
こ
の
数
を
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
で
若
年
層
が
接
種
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
わ
か
ら
な
い
で
も
な
い
。
け
れ
ど
も
日
本
の
１
０

代
以
下
の
死
者
は
ゼ
ロ
で
あ
り
、
２
０
代
で
も
一
桁
だ
。

　

し
か
も
、
副
反
応
は
若
い
人
に
強
く
出
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
血
栓
症
は
女

性
に
多
く
、
心
筋
炎
は
若
い
男
性
に
多
い
。
若
い
人
に
勧
め
る
理
由
が
理
解
で

き
な
い
。
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
職
業
、
高
齢
者
に
接
種
を
勧
め
る
の
は
、
仕
方

の
な
い
面
も
あ
る
が
、
若
い
人
は
軽
症
で
す
む
場
合
が
多
い
の
で
、
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
は
リ
ス
ク
で
し
か
な
い
と
思
う
。
し
か
し
医
療
関
係
者
は
接
種
を
勧
め

る
。「
も
ち
ろ
ん
受
け
た
方
が
い
い
と
い
う
の
が
、
私
の
考
え
で
す
。
高
齢
者

の
多
く
が
受
け
る
と
死
亡
率
が
減
り
、
若
者
が
受
け
る
と
感
染
者
数
が
減
る
ん

で
す
か
ら
」（「
こ
ど
も
の
ワ
ク
チ
ン
」
不
安
な
ひ
と
へ　

小
児
医
マ
マ
の
思
い

６
月
３
０
日　

朝
日
新
聞
）。
リ
ス
ク
と
メ
リ
ッ
ト
を
よ
く
考
え
て
、
打
つ
べ

き
だ
、
と
い
う
根
拠
で
、
納
得
い
く
も
の
は
み
た
こ
と
が
な
い
。

◆
若
年
者
に
接
種
の
必
要
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か

　

小
児
の
接
種
に
関
し
て
検
討
に
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
専
門
家
も
同
じ
考
え
と
思
わ
れ

る
。
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
の
ワ
ク
チ
ン
の
審
査
結
果
報
告
書
の
「7.R.4.2.5　

小

児
」
の
項
目
に
は
こ
う
あ
る
。
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
は
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
ワ
ク

チ
ン
で
、
日
本
で
は
ま
だ
公
的
接
種
が
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
以
下
の
指

摘
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
タ
イ
プ
に
関
係
な
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
子
ど
も
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
な
感
染
症
な
の
か
を
衝
い
て
い
る
。

　
「
本
邦
に
お
け
るSARS-Cov-2

の
小
児
で
の
感
染
状
況
に
つ
い
て
、
日
本
小

児
科
学
会
及
び
日
本
川
崎
病
学
会
に
よ
る
と
、CO

VID
-19

は
比
較
的
軽
症
で
、

多
く
の
場
合
は
治
療
を
必
要
と
し
な
い
も
の
で
あ
り
、
２
０
２
１
年
２
月
２
３

日
時
点
で
、
国
内
に
お
い
て
１
０
歳
未
満
の
小
児
は
約
１
万
人
、
１
０
歳
代
の

小
児
は
約
２
万
人
がCO

VID
-19

に
罹
患
し
て
い
る
が
死
亡
例
の
報
告
は
な
い

こ
と
、
及
び
少
数
な
が
ら
重
症
化
し
た
小
児
も
認
め
ら
れ
る
も
の
の
い
ず
れ
も

治
療
に
よ
っ
て
回
復
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
Ｈ
Ｐ
は
省
略　

最
終
確

認
日
２
０
２
１
／
４
／
６
）。
１
８
歳
未
満
の
小
児
に
本
剤
を
接
種
し
た
と
き

の
有
効
性
及
び
安
全
性
に
関
す
る
臨
床
試
験
成
績
は
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、
現
時

点
で
は
積
極
的
に
本
剤
の
接
種
を
推
奨
す
べ
き
対
象
で
は
な
い
と
考
え
る
。
一

方
で
、
上
記
の
通
り
少
数
な
が
ら
重
症
化
す
る
小
児
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

小
児
を
対
象
と
し
た
臨
床
試
験
を
実
施
し
、
小
児
に
対
す
る
本
剤
の
有
効
性
及

び
安
全
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。（
５
月
２
１

日
）

●
定
例
会
の
補
足

な
ぜ
、
若
年
層
に
ま
で
接
種
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
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こ
の
報
告
書
の
公
表
が
５
月
２
１
日
だ
。
小
児
科
学
会
が
、
小
児
は
わ
ず
か

に
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
治
る
と
言
っ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
を
審
査
し

た
専
門
家
も
、
日
本
小
児
科
学
会
と
川
崎
病
学
会
の
見
解
に
、
な
る
ほ
ど
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
推
奨
す
る
の
は
や
め
て
お
こ
う
、
と
報
告
し
て
い
る
。
か
り
に
、

安
全
性
と
有
効
性
が
担
保
さ
れ
る
に
し
て
も
、〝
必
要
性
〟
に
は
大
い
に
疑
問

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
誤
解
の
な
い
よ
う
に
記
す
と
、
日
本
小
児
科
学
会
は
接

種
を
勧
め
る
立
場
に
い
る
。

　

報
告
書
が
公
表
さ
れ
て
１
０
日
後
の
５
月
末
に
は
、
政
府
は
１
２
〜
１
５
歳

の
若
年
者
を
接
種
の
対
象
と
す
る
決
定
を
し
た
。

＊

　

河
野
大
臣
が
記
者
会
見
で
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
〝
デ
マ
〟
に
つ
い
て
話
し

た
。
ブ
ロ
グ
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
不
妊
が
お
き
る
、
と
い
う
の
が

〝
デ
マ
〟
だ
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
反
論
し
て
い
る
。「「
卵
巣
に
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
成
分
が
大
量
に
蓄
積
す
る
」
／
ワ
ク
チ
ン
の
成
分
が
体
内
で
ど
う
拡
散

す
る
か
を
調
べ
る
た
め
に
、
放
射
性
同
位
体
を
付
加
し
た
ワ
ク
チ
ン
を
マ
ウ
ス

に
接
種
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
総
放
射
能
回
収
率
は
肝
臓
で
最
も
高
く
１
８
％
と

な
り
、
脾
臓
で
は
１
・
０
％
以
下
、
副
腎
で
は
０
・
１
１
％
以
下
、
卵
巣
で
は
０
・

０
９
５
％
以
下
と
、
肝
臓
と
比
較
し
て
著
し
く
低
く
な
り
、
ピ
ー
ク
も
４
８
時

間
で
し
た
。
／
単
に
ご
く
微
量
が
卵
巣
に
一
時
的
に
分
布
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
蓄
積
と
い
う
の
は
明
ら
か
な
誤
り
で
す
。」
と
あ
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
成
分
で
あ
る
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
―
脂
質
ナ
ノ
粒
子
が
体
内
の
ど
こ
に
、

ど
れ
だ
け
、
ど
れ
ほ
ど
の
期
間
留
ま
る
か
を
マ
ウ
ス
を
使
っ
て
調
べ
て
い
る
。

脂
質
ナ
ノ
粒
子
の
成
分
が
代
謝
の
過
程
で
、
卵
巣
に
滞
留
す
る
と
い
う
結
果
な

の
で
、
マ
ウ
ス
の
卵
巣
に
な
ん
ら
か
の
障
害
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ

は
不
妊
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
て
も
、
そ
れ
は
デ
マ
だ
と
切
り

捨
て
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思
う
。
フ
ァ
イ
ザ
ー
の
報
告
書
で
は
、
こ
の
成

分
は
薬
品
の
成
分
と
し
て
は
初
め
て
の
も
の
な
の
で
、
長
期
的
な
影
響
は
不
明

だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
「
治
験
が
終
わ
っ
て
い
な
い
の
で
安
全
性
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
」

　

こ
れ
も
デ
マ
に
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
フ
ァ
イ
ザ
ー
の
治
験
は
、

２
０
２
０
年
４
月
に
開
始
、
２
０
２
１
年
１
１
月
の
中
間
報
告
を
へ
て

２
０
２
３
年
５
月
に
終
了
の
予
定
で
あ
る
。
全
米
保
健
研
究
所
が
ち
ゃ
ん
と
公

開
し
て
い
る
。

　
「
長
期
的
な
安
全
性
が
わ
か
ら
な
い
」

　

な
ぜ
こ
れ
が
デ
マ
な
の
だ
ろ
う
。「
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
は
半
日
か
ら
数
日
で
分
解
さ

れ
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
り
作
ら
れ
る
ス
パ
イ
ク
蛋
白
も
約
２
週
間
以
内
で
ほ
と
ん

ど
が
な
く
な
り
ま
す
。」
と
理
由
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
の

話
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
人
の
身
体
の
免
疫
シ
ス
テ
ム
が
誤
作
動
を
起

こ
す
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
話
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

＊

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
評
価
に
関
す
る
考
え
方
」（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ワ
ク
チ

ン
等
審
査
部
、
２
０
２
０
年
９
月
２
日
）　

の
「
３　

国
内
臨
床
試
験
に
お

け
る
評
価
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「SARS-Cov-2

に
つ
い
て
は
、

CO
VID

-19
の
流
行
の
程
度
が
国
・
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
、
ウ
イ
ル
ス

株
が
地
理
的
・
時
間
的
条
件
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
、CO

VID
-19

が
重
症
化
す
る
患
者
の
割
合
が
国
・
地
域
に
よ
っ
て
大
き
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く
異
な
り
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
様
々
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
、SARS-CoV-2

ワ
ク
チ
ン
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
リ
ス
ク
の
判
断
に

つ
い
て
は
、
各
国
・
地
域
の
状
況
に
よ
っ
て
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
他
、

民
族
的
要
因
の
差
がSARS-CoV-2

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
及
び
安
全
性
に
影
響

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
海
外
で
発
症
予
防
効
果
を
評
価
す
る

た
め
の
大
規
模
な
検
証
的
臨
床
試
験
が
実
施
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
国
内

で
臨
床
試
験
を
実
施
し
、
日
本
人
被
験
者
に
お
い
て
、
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
及

び
安
全
性
を
検
討
す
る
こ
と
は
必
要
性
が
高
い
と
考
え
る
。」

　

日
本
人
被
験
者
は
２
０
０
人
程
度
と
と
て
も
少
な
い
が
、
昨
年
秋
に
は
、
ワ

ク
チ
ン
審
査
部
は
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
は
充
分
に
契
約
し
て
い
る
。
幸
い
な
こ
と
に
日
本
の
被
害
は
米
英

は
じ
め
諸
外
国
に
比
べ
る
と
小
さ
い
。
若
者
、
小
児
は
軽
症
で
済
む
。
女
性
は

男
性
に
比
べ
る
と
死
亡
率
は
小
さ
い
。
日
本
政
府
の
施
策
を
み
る
と
不
安
は
増

す
が
、
平
静
を
保
つ
手
段
は
ワ
ク
チ
ン
だ
け
で
は
な
い
。
医
療
、
福
祉
関
係
者
、

事
情
に
よ
り
や
む
を
え
な
い
人
は
い
る
だ
ろ
う
が
、
雰
囲
気
に
呑
ま
れ
る
こ
と

な
く
落
ち
着
い
て
考
え
た
い
と
思
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
村
上
茂
樹
、会
員
）　

〈優生思想をほぐす　Part 1〉
Zoom みんなで話してみよう　出生前検査と着床前検査

 

日時：2021 年 7 月 31 日（土曜日）14 時〜 16 時 30 分
〈話す人〉

利光惠子さん（グループ生殖医療と差別）/ 藤原久美子さん（DPI 女性障害者ネットワーク）/ 見
形信子さん（神経筋疾患ネットワーク）/ 須賀ナオさん（DPI 女性障害者ネットワーク）/ 佐々木
和子さん（京都ダウン症児を育てる親の会）/〈コメンテーター〉　島薗進さん（　上智大学グリー
フケア研究所所長、東京大学名誉教授）
●参加費：無料
●予約方法：予約は名前（ふりがな必須）、連絡先（E-mail 必須）、職種・団体（任意、学生必須）
を明記の上、 右記 E-mail 先へ申し込みください。E-mail：yr2305080@gmail.com 神野玲子
　またはこちらから　　https://forms.gle/jt73A9zZ1ruKbb7A7
　＊連絡先の E-mail アドレスを誤ると参加案内が送れませんので注意願います！ 
●案内送付：予約された方には ７月 27 日頃、案内および Zoom の URL を電子メールにて送信
します。 
●問い合わせ先： E-mail：jreikochan@yahoo.co.jp 携帯電話：090-2669-0413
主催：「優生思想をほぐす」実行委員会
共催：グループ生殖医療と差別、京都ダウン症児を育てる親の会、神経筋疾患ネットワーク、
　　　DPI 女性障害者ネットワーク、ＤＮＡ問題研究会、people21
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政
府
は
４
月
１
３
日
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
の
処
理
水
に
つ
い
て
、
海

洋
放
出
す
る
方
針
を
閣
議
決
定
し
た
。
地
元
の
漁
師
の
憤
り
を
考
え
た
ら
、
怒

り
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
す
。
福
島
は
歴
史
的
に
も
こ
れ
ま
で
、
電
力
を
大
都
会

に
供
給
し
、
多
く
の
貢
献
し
て
き
た
の
で
す
。
そ
し
て
都
会
の
犠
牲
に
な
っ
て

き
た
の
で
す
。

　

１
９
３
９
年
（
昭
和
１
４
年
）
に
発
足
し
た
日
本
発
送
電
（
日
発
）
は
只
見

川
の
電
源
開
発
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
同
じ
福
島
県
で
も
会
津
か
ら
日
光
、
も

し
く
は
新
潟
に
抜
け
る
途
中
の
、
福
島
県
南
会
津
郡
只
見
町
田
子
倉
ダ
ム
、
福

島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
と
新
潟
県
魚
沼
市
に
跨
る
奥
只
見
ダ
ム
、
こ
の
ダ
ム

建
設
に
よ
っ
て
村
が
影
響
を
受
け
た
の
で
し
た
。
原
子
力
発
電
と
同
じ
よ
う
に
、

村
が
分
断
さ
せ
ら
れ
た
の
で
す
。
ダ
ム
に
流
れ
る
川
沿
い
と
川
か
ら
離
れ
て
い

る
家
と
で
補
償
金
の
関
係
で
亀
裂
が
生
じ
た
と
金
山
の
元
町
長
斎
藤
勇
一
さ
ん

（
只
見
ダ
ム
災
害
金
山
被
害
の
会
）
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
さ
し
く
福
島
原
発
事
故
の
補
償
と
同
じ
で
す
。
補
償
金
の
関
係
で
親
子
、

親
戚
同
士
の
亀
裂
を
呼
び
ま
し
た
。

　

東
京
電
力
の
大
き
な
罪
作
り
で
す
。
ま
た
今
も
放
射
能
汚
染
で
帰
還
出
来
な

い
地
域
が
あ
り
ま
す
。
故
郷
を
捨
て
ざ
る
を
え
な
い
人
々
も
い
ま
す
。

　

田
子
倉
ダ
ム
も
同
じ
で
す
。
ダ
ム
の
底
に
豊
か
な
農
村
（
写
真
１
）
が
飲
み

込
ま
れ
た
の
で
し
た
。
只
見
に
行
く
度
に
、
豊
か
な
川
、
山
が
周
辺
に
も
あ
り

な
が
ら
、
農
業
に
適
し
て
い
る
耕
作
地
の
ほ
と
ん
ど
が
ダ
ム
の
底
に
う
ず
め
ら

れ
て
い
る
光
景
を
見
る
た
び
に
心
が
痛
み
ま
す
。

　

約
８
０
年
前
に
ダ
ム
建
設
反
対
運
動
の
写
真
と
ダ
ム
建
設
説
明
会
の
写
真
が

只
見
の
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
２
―
１
、２
―
２
）
過

去
の
先
人
達
が
体
を
張
っ
て　

ダ
ム
の
建
設
を
反
対
し
た
の
で
し
た
。

　

東
電
の
福
島
第
一
原
発
の
す
ぐ
隣
に
東
北
電
力
原
子
力
発
電
所
の
原
発
候
補

地
が
あ
り
ま
し
た
。
福
島
県
浪
江
町
棚
塩
地
区
で
す
が
、
そ
こ
で
も
田
子
倉
ダ

ム
建
設
反
対
と
同
様
に
原
発
反
対
運
動
が
あ
り
ま
し
た
。
隣
の
浪
江
側
の
集
落
・

棚
塩
で
は
１
９
６
８
年
１
月
、「
浪
江
・
小
高
原
発
反
対
同
盟
」
が
立
ち
上
が
り
、

さ
ら
に
地
元
農
家
の
舛
倉
隆
ら
の
呼
び
か
け
で
１
４
０
戸
の
住
民
を
ま
と
め
た

棚
塩
原
発
反
対
同
盟
が
結
成
さ
れ
た
の
で
し
た
。
当
時
は
小
高
町
の
浦
尻
集
落

が
賛
成
し
た
た
め
、
億
単
位
の
協
力
金
が
集
落
に
も
た
ら
さ
れ
、
地
域
が
賛
否

で
分
裂
す
る
な
ど
、
反
対
運
動
か
ら
脱
落
す
る
者
が
出
た
そ
う
で
す
。
棚
塩
集

落
も
賛
成
と
反
対
に
分
裂
し
、
そ
の
結
果
、
原
発
賛
成
が
多
く
を
占
め
る
北
棚

塩
と
反
対
派
が
大
部
分
だ
っ
た
南
棚
塩
の
ふ
た
つ
の
行
政
区
に
わ
か
れ
た
そ
う

で
す
。
し
か
し
、
当
初
１
９
７
７
年
の
着
工
を
予
定
し
て
い
た
計
画
は
毎
年
繰

り
延
べ
さ
れ
、
１
９
８
２
年
の
対
談
の
時
点
で
も
用
地
買
収
率
は
２
４
％
に
止

ま
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

　

東
北
電
力
の
原
発
候
補
地
東
北
電
力
の
原
発
候
補
地
と
な
っ
た
福
島
県
浪
江

◎
福
島
原
発
汚
染
水
海
洋
放
出
を
め
ぐ
っ
て

こ
れ
以
上
福
島
を
苦
し
め
な
い
で
く
だ
さ
い
！
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町
棚
塩
地
区
の
農
家
は

一
、　

原
発
に
土
地
は
売
ら
な
い
、

二
、　

県
、
町
、
開
発
公
社
と
は
話
し
合
わ
な
い
、

三
、
他
党
と
共
闘
し
な
い
（
地
区
の
原
発
反
対
同
盟
を
「
党
」
に
な
ぞ
ら
え
、

外
部
の
既
成
政
党
と
は
共
闘
し
な
い
と
い
う
意
味
）
と
い
う
三
原
則
に
立
っ
た

反
対
運
動
を
続
け
て
き
た
そ
う
で
す
。
正
し
く
先
人
達
の
力
で
す
。

　

そ
の
戦
い
の
様
子
か
『
原
発
に
子
孫
の
命
は
売
れ
な
い
―
―
舛
倉
隆
と
棚
塩

原
発
反
対
同
盟
２
３
年
の
闘
い
』 

恩
田 

勝
亘 

（
著
）
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
当
時
の
戦
い
の
様
子
が
、
地
元
の
碑
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
３
）

　

こ
の
反
対
運
動
が
な
く
原
発
が
建
設
・
稼
働
し
て
い
た
な
ら
ば
、
福
島
第
一

原
発
事
故
と
合
わ
せ
も
っ
と
莫
大
な
惨
事
を
呼
ん
で
い
た
で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
ま
で
し
て
福
島
県
の
先
人
達
は
戦
っ
て
き
た
事
を
福
島
に
度
々
訪
れ
て

知
っ
て
い
る
私
と
し
て
は
、
こ
の
度
の
海
洋
放
水
の
閣
議
決
定
は
黙
っ
て
お

け
ま
せ
ん
。
な
ん
と
か
阻
止
し
た
い
と
５
月
３
０
日Zoom

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
福
島
県
の
漁
業
の
復
興
と
汚
染
水
・
処
理
水
問
題
」
を
Ｄ
Ｎ
Ａ
問
題
研
究
会
、 

people21

、
武
谷
三
男
史
料
研
究
会
、
ゲ
ノ
ム
問
題
検
討
会
議
で
行
い
ま
し
た
。

　

な
ん
と
、
シ
ド
ニ
ー
か
ら
も
参
加
が
あ
り
５
月
３
０
日
の
こ
のZoom

勉
強

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
こ
と
が
、atom

icage 

ブ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

https://lucian.uchicago.edu/.../%
e6%

97%
a5%

e6%
9c%

ac%
e8%

aa%

9e/

　

世
界
か
ら
の
反
対
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
の
に
日
本
政
府
は
強
行
す
る
の

は
、
福
島
原
発
事
故
は
な
か
っ
た
事
に
し
た
い
か
ら
で
し
ょ
う
。
ま
た
既
成
事

実
を
つ
く
り
今
後
の
大
量
に
ト
リ
チ
ウ
ム
を
生
み
出
す
六
ケ
所
村
の
再
処
理
施

設
に
放
射
能
は
問
題
な
い
事
を
実
証
す
る
た
め
に
海
洋
に
放
出
さ
せ
る
の
で

し
ょ
う
。

　

人
間
の
生
活
そ
の
も
の
を
犠
牲
に
し
て
強
行
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

に
憤
り
を
感
じ
ま
す
。
日
本
だ
け
で
な
く
環
境
を
汚
染
す
る
、
生
態
系
を
狂
わ

せ
る
の
で
は
な
い
か
と
国
際
的
な
問
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
脆
弱
な
原
子

力
技
術
に
よ
り
問
題
を
将
来
の
世
代
に
負
債
と
し
て
残
さ
な
い
で
欲
し
い
で

す
。

　

福
島
原
発
事
故
後
、
福
島
は
農
産
物
、
海
産
物
で
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し

た
。
今
も
放
射
能
汚
染
に
対
す
る
消
費
者
の
拒
絶
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

福
島
沖
漁
協
は
こ
の
事
故
が
起
き
る
前
は
本
当
に
豊
か
な
魚
介
類
の
宝
庫
で
し

た
。
地
元
の
方
か
ら
「
美
味
し
い
魚
が
食
べ
ら
れ
る
と
お
嫁
に
来
た
の
に
」
と

温
泉
に
浸
か
り
な
が
ら
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
印
象
的
で
す
。

　

漁
師
は
い
く
ら
政
府
か
ら
補
償
金
を
貰
っ
て
も
海
に
出
る
こ
と
が
出
来
な
く

な
っ
た
ら
手
足
を
も
が
れ
た
よ
う
な
も
の
で
す
。
豊
か
な
海
の
幸
に
恵
ま
れ
て

い
た
福
島
沖
が
東
京
電
力
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
汚
染
さ
れ

て
以
来
、
苦
労
に
苦
労
を
重
ね
て
来
ま
し
た
。

　

長
い
引
用
に
な
り
ま
す
が
、
福
島
大
学
准
教
授
の
林
薫
平
さ
ん
は
述
べ
て
い

ま
す
。

　
『
２
０
１
１
年
全
面
自
粛
を
決
定
し
た
福
島
県
の
沿
岸
漁
業
と
沖
合
底
引
き

漁
業
の
再
開
を
決
め
る
母
体
と
し
て
水
産
関
係
者
や
学
識
者
達
に
よ
っ
て
「
福

島
県
地
域
漁
業
復
興
協
議
会
」（
以
下
、
協
議
会
）
が
構
成
さ
れ
議
論
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
度
か
ら
政
府
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
一
般
食
品
の

基
準
値
１
㎏
当
た
り
１
０
０
ベ
ク
レ
ム
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
協
議
会
で
は
、

独
自
に
５
０
ベ
ク
レ
ル
を
出
荷
の
基
準
と
し
て
制
定
し
、
予
備
的
な
調
査
に
よ

り
こ
の
基
準
を
確
実
に
下
回
る
こ
と
が
見
通
せ
た
魚
を
安
全
確
保
の
確
実
性
を

高
め
る
た
め
に
独
自
に
編
み
出
し
た
検
査
方
法
「
２
５
―
５
０
ベ
ク
レ
ル
」
の

ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
卸
売
市
場
や
水
産
加
工
会
社
と
合
意
の
下
、
試
験
操
業
を
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行
い
福
島
の
漁
業
復
興
を
め
ざ
し
て
き
た
の
で
し
た
。

　

し
か
し
２
０
１
３
年
７
月
に
発
覚
し
た
汚
染
水
漏
洩
は
大
き
な
影
響
を
受
け

ま
し
た
。
同
年
の
８
月
か
ら
９
月
ま
で
漁
業
者
た
ち
は
協
議
会
で
議
論
を
重
ね

海
洋
や
魚
介
類
へ
の
影
響
を
し
っ
か
り
見
極
め
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
を
持
っ

て
き
た
の
で
し
た
。
そ
の
後
約
２
年
間
（
２
０
１
５
年
の
夏
ま
で
）
政
府
と
東

電
か
ら
汚
染
水
の
漏
洩
を
止
め
る
た
め
に
第
１
原
発
の
地
下
水
位
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
必
要
と
海
側
に
鉄
板
の
遮
水
壁
を
つ
く
る
必
要
か
ら
地
下
水
バ
イ

パ
ス
お
よ
び
サ
ブ
ト
レ
イ
ン
に
よ
る
く
み
上
げ
水
の
浄
化
放
水
計
画
が
持
ち
か

け
ら
れ
、
２
０
１
５
年
の
１
０
月
以
降
、
陸
上
か
ら
の
影
響
が
海
洋
に
及
ば
な

い
よ
う
に
す
る
措
置
が
一
段
階
向
上
し
、
震
災
か
ら
４
年
半
経
っ
て
、
や
っ
と

事
故
原
発
か
ら
海
洋
へ
の
影
響
が
明
確
に
遮
蔽
さ
れ
漁
業
へ
の
復
興
を
阻
害
す

る
〝
第
二
の
震
災
〟
を
克
服
さ
れ
た
の
で
し
た
。

　

２
０
１
６
年
・
２
０
１
７
年
か
ら
、
漁
業
復
興
は
大
き
な
進
展
を
見
せ
て
い

ま
す
。
対
象
と
す
る
漁
業
も
大
幅
に
拡
大
し
、
漁
港
で
の
入
札
も
各
地
域
で
順

次
再
開
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
か
ら
は
、
全
魚
種
を
対
象
と
す
る
と
こ
ろ

ま
で
つ
い
に
到
達
し
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
度
か
ら
は
い
よ
い
よ
本
格
操
業
へ

と
具
体
的
に
移
行
し
て
い
く
段
階
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
２
０
１
７
年
・
２
０
１
８
年
ご
ろ
か
ら
、「
増
え
続
け
る
汚
染
水
」

が
宣
伝
さ
れ
ま
し
た
。
福
島
第
１
原
発
の
地
下
汚
染
水
を
く
み
上
げ
て
多
核
種

除
去
処
理
（ALPS

処
理
）
を
施
し
た
後
の
ト
リ
チ
ウ
ム
含
有
水
が
東
電
敷
地

内
の
大
量
に
貯
蔵
さ
れ
て
１
日
に
数
百
ト
ン
の
ペ
ー
ス
で
増
え
続
け
て
お
り
、

貯
蔵
容
量
に
限
界
が
迫
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。
２
０
１
６
年
の
年
末
に
政

府
が
設
置
し
た
専
門
小
委
員
会
の
議
論
は
、
専
門
家
の
英
知
を
集
め
た
も
の
で

な
く
終
始
、
事
務
局
の
シ
ナ
リ
オ
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
、
明
ら
か
に
処
理
水
の

海
洋
へ
の
放
出
を
東
電
に
促
す
内
容
で
し
た
。

　

漁
業
者
か
ら
す
れ
ば
、
２
０
１
１
年
の
原
発
事
故
だ
け
で
な
く
、

 

 

 

 

写真１　田子倉ダムの底に埋もれた豊かな農村

写真２−１　ダム建設説明会

写真２−２　ダム建設反対運動

写真 3　棚塩開拓碑
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２
０
１
３
年
の
汚
染
水
漏
洩
と
２
０
１
５
年
ま
で
続
く
漏
洩
対
策
に
多
大
な
る

苦
労
を
し
て
き
た
末
に
、
よ
う
や
く
こ
れ
か
ら
と
い
う
正
念
場
を
迎
え
て
い
る

漁
業
復
興
の
現
状
が
あ
り
、
新
た
に
出
て
き
た
「
増
え
続
け
る
汚
染
水
」
と
い

う
ロ
ジ
ッ
ク
で
誘
導
さ
れ
て
出
て
き
た
海
洋
放
出
案
の
台
頭
は
、
復
興
に
大
き

く
水
を
差
し
漁
業
者
を
困
惑
・
疲
労
・
消
耗
さ
せ
る
以
外
の
何
者
で
も
あ
り
ま

せ
ん
』
と
。

　

ま
た
、
分
子
生
物
学
者
の
河
田
昌
東
先
生
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　
『
ま
ず
問
題
と
し
て
ト
リ
チ
ウ
ム
と
生
体
分
子
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

⑴ 

ト
リ
チ
ウ
ム
は
水
素
の
同
位
体
で
、
生
物
の
中
の
ア
ミ
ノ
酸
と
か
タ
ン
パ
ク

質
と
か
遺
伝
子
に
は
水
素
が
た
く
さ
ん
付
い
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
水
素
が
ト
リ

チ
ウ
ム
と
置
き
換
わ
る
。
入
れ
替
わ
っ
た
も
の
を
有
機
結
合
ト
リ
チ
ウ
ム
（
Ｏ

Ｂ
Ｔ　

organic bound tritium

）
と
言
い
ま
す
。

⑵ 

問
題
は
Ｏ
Ｂ
Ｔ
に
な
っ
た
時
に
大
き
な
問
題
が
生
じ
ま
す
。
ト
リ
チ
ウ
ム
は

崩
壊
し
て
ヘ
リ
ウ
ム（H

e

）に
変
わ
る
の
に
は
半
減
期
１
２
・
３
年
か
か
り
ま
す
。

ヘ
リ
ウ
ム
は
最
も
安
定
な
元
素
で
、
他
の
元
素
と
化
学
結
合
で
き
ま
せ
ん
。
な

の
で
ト
リ
チ
ウ
ム
が
つ
い
て
い
た
例
え
ば
ア
ミ
ノ
酸
と
か
タ
ン
パ
ク
質
と
か
が

ト
リ
チ
ウ
ム
が
崩
壊
し
て
ヘ
リ
ウ
ム
に
な
る
と
共
有
結
合
が
切
れ
て
分
子
が
崩

壊
し
て
し
ま
う
。（
ヘ
リ
ウ
ム
は
化
学
結
合
で
き
な
い
た
め
）　

と
こ
ろ
が
現
在
、

ト
リ
チ
ウ
ム
は
安
全
だ
と
主
張
す
る
研
究
者
も
多
い
わ
け
で
す
。
そ
の
根
拠
は

主
に
２
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
ト
リ
チ
ウ
ム
は
β
線
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
非
常
に
小
さ
い
。
紙
一
枚

で
遮
蔽
で
き
る
。
な
の
で
被
ば
く
線
量
は
小
さ
い
。
例
え
ば
１
ベ
ク
レ
ム
当

た
り
の
被
ば
く
線
量
は
一
歳
児
の
場
合
で4.8

×10
-8m

SV/Bq

、
セ
シ
ウ
ム

１
３
７
で
は1.2

×10
-5m

SV/Bq

な
の
で
約
１
０
０
０
分
の
１
く
ら
い
で
あ

る
。
だ
か
ら
大
し
た
こ
と
な
い
と
主
張
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
被
爆
し
た
と
き
の
吸
収
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
計
算
し
て
い
ま

す
。
生
体
内
の
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
付
い
た
ト
リ
チ
ウ
ム
の
影
響
に
つ
い
て
は
全

く
無
視
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
仮
に
体
内
に
ト
リ
チ
ウ
ム
が
入
っ
た
と
し
て
も
こ
れ
は
水
と
同

じ
な
の
で
体
内
か
ら
容
易
に
排
出
さ
れ
て
し
ま
う
。
１
週
間
か
ら
１
０
日
位
、

ま
た
た
と
え
Ｏ
Ｂ
Ｔ
に
な
っ
た
と
し
て
も
１
０
日
〜
４
０
日
で
排
出
さ
れ
て
し

ま
う
と
主
張
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
ト
リ
チ
ウ
ム
の
水
の
中
で
例
え
ば
魚
を
飼
っ

た
と
き
に
こ
の
よ
う
な
期
間
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
実
際
に
は
海
洋
生
物
で

す
と
食
物
連
鎖
に
よ
る
濃
縮
を
無
視
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
小
さ
い
生
物
を
大

き
い
な
生
物
が
食
べ
て
い
く
と
た
べ
た
も
の
が
最
初
か
ら
Ｏ
Ｂ
Ｔ
な
わ
け
で
、

ど
ん
ど
ん
濃
度
が
上
が
っ
て
い
く
。
そ
う
い
う
食
物
連
鎖
を
全
く
無
視
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
の
体
も
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
か
Ｒ
Ｎ
Ａ
と
か
タ
ン
パ
ク
質
と
か
タ
ン
パ

ク
質
の
も
と
に
な
る
ア
ミ
ノ
酸
で
有
機
物
で
す
。
そ
こ
に
は
水
素
が
と
り
こ
ま

れ
て
い
て
、
ト
リ
チ
ウ
ム
の
つ
い
た
水
素
が
混
ざ
っ
て
い
る
と
化
学
的
性
質
と

し
て
区
別
で
き
な
い
の
で
す
。
炭
素
と
結
合
し
た
ト
リ
チ
ウ
ム
あ
る
い
は
水
素

は
普
通
非
常
に
安
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
と
こ
ろ
が
ト
リ
チ
ウ
ム
が
ヘ
リ
ウ
ム

に
変
わ
る
と
結
合
が
プ
ッ
ツ
ン
と
切
れ
て
し
ま
う
。
放
射
線
が
飛
ん
で
き
て
Ｄ

Ｎ
Ａ
に
当
た
る
と
と
い
う
の
は
ど
こ
に
あ
た
る
か
は
確
率
の
問
題
で
す
。
放
射

能
の
密
度
が
高
け
れ
ば
確
率
は
高
ま
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
Ｏ
Ｂ
Ｔ
と
い
う
一
旦

結
合
し
た
ト
リ
チ
ウ
ム
が
壊
れ
る
の
は
１
０
０
％
壊
れ
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
が

大
き
な
違
い
で
す
。』
と

　

と
に
か
く
政
府
は
国
民
の
健
康
を
無
視
し
た
決
断
を
し
た
の
で
す
。

　

誰
も
幸
せ
を
も
た
ら
す
こ
と
は
な
い
の
で
す
。
ま
た
風
評
で
福
島
の
魚
介
類

ば
か
り
か
福
島
産
と
言
う
こ
と
で
農
作
物
の
売
れ
行
き
に
も
関
係
し
て
き
ま
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す
。
こ
れ
以
上
福
島
を
苦
し
め
な
い
て
く
だ
さ
い
！

　

海
洋
放
出
は
せ
ず
、
タ
ン
ク
に
保
管
し
て
置
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

〈
追
記
〉

　

こ
の
度
、
食
品
中
の
放
射
性
物
質
の
基
準
値
や
規
制
が
合
理
的
の
も
の
か
、

最
新
の
知
見
や
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
規
制
す
る
よ
う
求
め
る
提
言
を
、
自
民
党

東
日
本
大
震
災
復
興
加
速
化
本
部
「
食
品
等
の
出
荷
制
限
の
合
理
的
な
あ
り
方

検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」（
座
長
＝
根
本
匠
元
復
興
相
）が
ま
と
め
ま
し
た
。

里
山
や
生
業
の
再
生
に
向
け
、
野
生
の
キ
ノ
コ
や
山
菜
、
ジ
ビ
エ
（
野
生
鳥
獣

の
肉
）
な
ど
に
日
常
的
に
食
べ
る
わ
け
で
な
い
食
品
は
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）

な
ど
同
様
に
、
一
般
食
品
と
は
別
の
基
準
を
検
討
す
べ
き
と
提
起
す
る
も
の
で

す
。
食
品
の
国
際
基
準
を
定
め
る
コ
ー
ッ
デ
ク
ス
委
員
会
の
指
針
で
は
、
消
費

量
の
少
な
い
食
品
は
基
準
の
１
０
倍
に
増
や
せ
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
で
は
ト
リ
ュ
フ
や

キ
ャ
ビ
ア
、
ニ
ン
ニ
ク
、
ス
パ
イ
ス
な
ど
「
マ
イ
ナ
ー
フ
ー
ド
」
と
定
義
し
、

基
準
値
を
一
般
食
品
（1.250Bq/kg

）
の
１
０
倍
の12.500Bq/kg

と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
マ
イ
ナ
ー
フ
ー
ド
の
食
品
基
準
は12.500Bq/kg

に
な
る
日
が
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

福
島
県
内
で
生
産
ま
た
は
採
取
・
出
荷
さ
れ
る
栽
培
き
の
こ
、
野
生
き
の
こ
、

野
生
山
菜
等
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た
め
、
出
荷
を
予
定
し
て
い
る
生
産
者
毎

に
、
き
の
こ
発
生
前
に
資
材
（
ほ
だ
木
や
菌
床
等
）
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質

濃
度
を
測
定
し
、
国
が
定
め
る
指
標
値
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
の
ち
、

出
荷
前
の
発
生
初
期
に
こ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を
実
施
し
、
食
品
中
の
放
射

性
物
質
の
基
準
値
（100Bq/kg

）
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
規
制
値
緩
和
に
よ
っ
て
食
品
輸
出
に
も
影
響
が
出
て
、
各
国

が
再
び
福
島
お
よ
び
日
本
の
食
品
を
買
わ
な
く
な
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

今
、「
み
ん
な
の
デ
ー
タ
サ
イ
ト
」
が
署
名
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
「
み
ん
な
の
デ
ー
タ
サ
イ
ト
」
と
は
２
０
１
２
年
９
月
を
皮
切
り
に
全
国
の

市
民
放
射
能
測
定
室
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
デ
ー
タ
サ
イ
ト
は
、
全
国
の
測
定
室
が
そ
れ
ぞ
れ
公
開
し
て
い
た
食
品

デ
ー
タ
の
数
値
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
を
統
合
し
、

各
種
検
索
が
出
来
る
よ
う
構
築
さ
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
す
。 

そ
こ
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
測
定
結
果
を
登
録
し
て
く
れ
る
全
国
３
０
を
超
え
る
市
民
測
定
室

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
も
あ
り
ま
す
。
２
０
１
４
年
か
ら
は
、
１
７
都
県
で
土
壌

採
取
・
測
定
を
行
う
「
東
日
本
土
壌
ベ
ク
レ
ル
測
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
の
べ

２
０
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
３
年
半
か
け
て
実
施
し
、
３
４
０
０

カ
所
以
上
の
採
取
測
定
が
実
現
し
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
１
１
月
、
こ
れ
ま
で

の
測
定
結
果
を
地
図
化
し
た
も
の
に
様
々
な
解
説
を
加
え
、
グ
ラ
フ
や
表
な
ど

も
収
録
し
た
『
図
説
・
１
７
都
県
放
射
能
測
定
マ
ッ
プ
＋
読
み
解
き
集
』
を
発

行
し
ま
し
た
。

　

人
類
史
上
最
悪
と
い
わ
れ
る
レ
ベ
ル
７
の
原
発
事
故
を
「
な
か
っ
た
こ
と
に

さ
せ
な
い
」
た
め
、「
人
々
を
被
ば
く
か
ら
守
る
」
た
め
、
み
ん
な
の
デ
ー
タ

サ
イ
ト
は
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
デ
ー
タ
サ
イ
ト
が
署
名
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

署
名
用
紙
を
添
付
い
た
し
ま
す
。
是
非
と
も
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

（
神
野
玲
子
、
会
員
）
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〈
事
務
局
か
ら
〉
▽
公
立
福

生
病
院
事
件
を
考
え
る
連

絡
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

チ
ラ
シ
を
添
付
し
ま
し
た
。

ふ
る
っ
て
の
ご
参
加
お
ね

が
い
し
ま
す
。
裁
判
が
進
ん

で
い
ま
す
の
で
、
ひ
き
つ
づ

き
ご
注
目
く
だ
さ
い
。
▽
本

文
記
事
に
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
ト
リ
チ
ウ
ム
汚
染
水

海
洋
放
出
に
反
対
す
る
署

名
用
紙
を
添
付
し
ま
し
た
。

広
い
声
を
届
け
ら
れ
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
▽
８
月
２
５
日
（
水
）

に
も
う
い
ち
ど
ワ
ク
チ
ン

を
め
ぐ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
き
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン

の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
参
加
を
試
み

ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
国
際
幹
細
胞
学
会
の
指

針
が
改
訂
さ
れ
た
こ
と
が

大
き
く
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

人
の
胚
の
培
養
が
１
４
日

を
超
え
て
可
能
と
な
り
ま

す
。
国
内
の
規
制
も
緩
和
さ

れ
て
い
く
可
能
性
が
高
い

で
し
ょ
う
。
い
ま
分
析
中
で

す
。

〈
編
集
後
記
〉
暑
中
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
２

号
目
を
お
届
け
し
ま
す
。
▽

評
論
家
の
立
花
隆
が
亡
く

な
っ
た
。
マ
ス
コ
ミ
は
追
悼

記
事
の
嵐
で
、
彼
の
功
績
を

讃
え
て
い
る
。
ロ
キ
ー
ド
事

件
の
地
検
と
弁
護
団
の
言

論
戦
に
夢
中
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
氏
の
科
学
技
術
に
対

す
る
言
論
、
と
く
に
脳
死
問

題
に
対
す
る
考
え
方
に
は
、

大
い
に
疑
問
が
残
る
。『
脳

死
』
の
発
表
か
ら
、
流
れ
が

大
き
く
か
わ
っ
た
と
思
う
。

▽
旧
知
の
新
聞
記
者
を
、
久

し
ぶ
り
に
食
事
を
さ
そ
っ

た
ら
、
コ
ロ
ナ
の
再
拡
大
中

に
な
に
を
考
え
て
い
る
の

か
と
ひ
ど
く
叱
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。
別
の
友
人
（
５
０

代
半
ば
）
か
ら
の
メ
ー
ル
に

は
、
派
遣
の
雇
い
止
め
を
く

ら
い
、
４
月
か
ら
失
業
保
険

を
受
給
し
て
い
る
、
こ
の
間

は
単
発
の
、
ワ
ク
チ
ン
大
規

模
接
種
会
場
で
の
案
内
や

申
請
書
類
の
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
し
か
仕
事
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
記
さ
れ
て

い
る
。
▽
接
種
し
た
ら
さ
ま

ざ
ま
の
行
動
制
限
か
ら
解

放
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
、
わ
か
ら
な
い
で
は
な

い
が
、
接
種
し
た
の
に
マ
ス

ク
を
は
ず
せ
ず
、
自
粛
を
も

と
め
ら
れ
る
の
は
ど
う
い

う
わ
け
だ
ろ
う
。
▽
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
経
路
が
飛
沫

と
い
う
よ
り
は
エ
ア
ロ
ゾ

ル
で
の
感
染
だ
と
い
う
。
そ

う
な
ら
ば
、
も
う
普
通
の
マ

ス
ク
は
役
に
立
た
な
い
恐

れ
が
あ
る
。
▽
ど
う
や
ら
４

回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
で

８
月
２
２
日
ま
で
続
く
ら

し
い
。
災
害
に
は
充
分
お
気

を
つ
け
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　

（
村
）

〈Zoom勉強会　案内〉
ヒトのいのちとからだを人為的に作る研究の進展とその倫理的問題

日時  ：２０２１年８月１日（日）１３時３０分〜１６時　（入場１３時から）
テーマ：ヒトのいのちとからだを人為的に作る研究の進展とその倫理的問題
講師　：髙島康弘先生　京都大学ｉＰＳ細胞研究所　　　
　　　：八代嘉美先生　神奈川県立保健福祉大学ヘルスイノベーション研究科
司会　：島薗進先生　上智大学グリーフケア研究所所長、東京大学名誉教授
参加費：１０００円  ( 但し学生無料 )/ 参加は事前予約とします　（予約受付は、即日から 2021 年
7 月 29 日まで）＊振り込み先　横浜銀行鶴見支店 店番号 361 普通口座 1550312 神野玲子　/ 予約
方法：予約は名前（ふりがな必須）、連絡先（E-mail 必須）、職種・団体（任意、学生必須）を明記
の上、右記 E-mail 先へ申し込みください。 E-mail：jreikochan@yahoo.co.jp  神野玲子＊連絡先
の E-mail アドレスを誤ると参加案内が送れませんので注意願います！ 　案内送付：予約された方に
は ７月 27 日頃、案内および Zoom の URL を電子メールにて送信します。問い合わせ先： E-mail：
jreikochan@yahoo.co.jp 携帯電話：090-2669-0413 神野玲子またはこちらから　主催 ：ゲノム問
題検討会議 （ホームページ https://www.gnomeke06.net/）


